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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的な特性を変化させることが可能な被測定装置（１）から信号を入力し、前記電気
的な特性の特性値を目標範囲内に調整する電気特性調整装置（１０）であって、
　前記信号を測定し前記特性値を取得する特性値取得手段（１３）と、
　前記特性値の前記目標範囲を示す第１の最小値及び第１の最大値のデータと、前記第１
の最小値よりも小さい第２の最小値及び前記第１の最大値よりも大きい第２の最大値のデ
ータとを入力する目標範囲データ入力手段（１４）と、
　所定の最小値から所定の最大値までの範囲を有する軸（３５）を基準として前記特性値
取得手段が取得した前記特性値を所定の枠体で表示する表示手段（１５）と、
　前記第１の最小値を前記所定の最小値とし前記第１の最大値を前記所定の最大値とした
第１の軸（５３）を基準として前記特性値取得手段が取得した前記特性値を第１の枠体（
４３）で前記表示手段に表示させる制御をする第１の表示制御手段（２４）と、
　前記第２の最小値を前記所定の最小値とし前記第２の最大値を前記所定の最大値とした
第２の軸（５１）を基準として前記特性値取得手段が取得した前記特性値を第２の枠体（
４１）で前記表示手段に表示させる制御をする第２の表示制御手段（２２）と、
　を備えたことを特徴とする電気特性調整装置。
【請求項２】
　前記目標範囲データ入力手段は、前記特性値の前記目標範囲を示す、前記第１の最小値
よりも小さく前記第２の最小値よりも大きい第３の最小値及び前記第１の最大値よりも大
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きく前記第２の最大値よりも小さい第３の最大値のデータ入力するものであり、
　前記第３の最小値を前記所定の最小値とし前記第３の最大値を前記所定の最大値とした
第３の軸（５２）を基準として前記特性値取得手段が取得した前記特性値を第３の枠体（
４２）で前記表示手段に表示させる制御をする第３の表示制御手段（２３）をさらに備え
たことを特徴とする請求項１に記載の電気特性調整装置。
【請求項３】
　前記特性値取得手段が取得した前記特性値の前記第１の軸上における変動幅を算出する
変動幅算出手段（７２）をさらに備え、
　前記第１の表示制御手段（７１）は、前記変動幅を示す枠体（７３）を表示するもので
あることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の電気特性調整装置。
【請求項４】
　前記特性値取得手段が取得した前記特性値が予め定められた調整範囲内に収まったこと
を報知する報知手段（２５）をさらに備えたことを特徴とする請求項１から請求項３まで
のいずれか１項に記載の電気特性調整装置。
【請求項５】
　電気的な特性を変化させることが可能な被測定装置（１）から信号を入力し、前記電気
的な特性の特性値を目標範囲内に調整する電気特性調整方法であって、
　前記信号を測定し前記特性値を取得する特性値取得ステップ（Ｓ１６）と、
　前記特性値の前記目標範囲を示す第１の最小値及び第１の最大値のデータと、前記第１
の最小値よりも小さい第２の最小値及び前記第１の最大値よりも大きい第２の最大値のデ
ータとを入力する目標範囲データ入力ステップ（Ｓ１１、Ｓ１３）と、
　所定の最小値から所定の最大値までの範囲を有する軸（３５）を基準として前記特性値
取得ステップで取得した前記特性値を所定の枠体で表示する表示ステップ（Ｓ１７、Ｓ１
８、Ｓ１９）と、
　を含み、
　前記表示ステップは、
　前記第１の最小値を前記所定の最小値とし前記第１の最大値を前記所定の最大値とした
第１の軸（５３）を基準として前記特性値取得ステップで取得した前記特性値を第１の枠
体（４３）で表示する制御をする第１の表示制御ステップ（Ｓ１９）と、
　前記第２の最小値を前記所定の最小値とし前記第２の最大値を前記所定の最大値とした
第２の軸（５１）を基準として前記特性値取得ステップで取得した前記特性値を第２の枠
体（４１）で表示する制御をする第２の表示制御ステップ（Ｓ１７）と、
　を含むことを特徴とする電気特性調整方法。
【請求項６】
　前記目標範囲データ入力ステップは、前記特性値の前記目標範囲を示す、前記第１の最
小値よりも小さく前記第２の最小値よりも大きい第３の最小値及び前記第１の最大値より
も大きく前記第２の最大値よりも小さい第３の最大値のデータを入力し、
　前記表示ステップは、前記第３の最小値を前記所定の最小値とし前記第３の最大値を前
記所定の最大値とした第３の軸（５２）を基準として前記特性値取得ステップで取得した
前記特性値を第３の枠体（４２）で表示する制御をする第３の表示制御ステップ（Ｓ１８
）をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の電気特性調整方法。
【請求項７】
　前記特性値取得ステップで取得した前記特性値の前記第１の軸上における変動幅を算出
する変動幅算出ステップ（Ｓ２１）をさらに含み、
　前記第１の表示制御ステップにおいて、前記変動幅を示す枠体（７３）を表示すること
を特徴とする請求項５又は請求項６に記載の電気特性調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気的な特性値を変化させることが可能な被調整装置に対し、所定の特性値
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を目標範囲内に調整する電気特性調整装置及び電気特性調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の装置としては、特許文献１記載のＦＭ復調状況表示装置が知られている
。
【０００３】
　特許文献１記載のものは、ＦＭ信号の同調調整を行う際に、入力したＦＭ信号の周波数
を表示する表示装置を備えている。この表示装置は、緑色で発光する１つの緑色表示部と
、赤色で発光する８個の赤色表示部とを含む９個の表示部が水平方向に一列に並んだ構成
を有する。緑色発光部は、その左側及び右側にそれぞれ配列された各４個の赤色発光部に
挟まれて、表示装置の中央に位置している。
【０００４】
　緑色発光部は、入力信号の中心周波数が所定の中心周波数ｆｃの目標範囲（ｆｃ±Δｆ
ｃ）内にある場合に発光するようになっている。左側の４個の赤色発光部は、入力信号の
中心周波数が（ｆｃ－Δｆｃ）未満の場合に、その周波数に応じて発光するようになって
いる。右側の４個の赤色発光部は、入力信号の中心周波数が（ｆｃ＋Δｆｃ）を超える場
合に、その周波数に応じて発光するようになっている。
【０００５】
　この構成により、特許文献１記載のものは、ＦＭ信号の同調調整を分かり易く表示でき
るようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭５９－０２３６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１記載のものでは、調整周波数の目標範囲によっては周波数の
調整が困難となるという課題があった。
【０００８】
　具体的には、近年の携帯電話装置のような高性能化が要求される装置において、例えば
周波数を調整する場合では、調整周波数の目標範囲として１０ＭＨｚ±１０Ｈｚといった
高精度の調整が要求される。このような場合には、粗調整の後に微調整を行って目標範囲
内に収めるのが効率的であるが、特許文献１記載のものは、粗調整や微調整の構成を備え
ず、中心周波数１０ＭＨｚに対して一時に±１０Ｈｚ内に収める必要があるので、周波数
の調整が困難となるという課題があった。
【０００９】
　本発明は、従来の課題を解決するためになされたものであり、所定の特性値を容易な操
作で分かり易く目標範囲内に調整することができる電気特性調整装置及び電気特性調整方
法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の請求項１に係る電気特性調整装置は、電気的な特性を変化させることが可能な
被測定装置（１）から信号を入力し、前記電気的な特性の特性値を目標範囲内に調整する
電気特性調整装置（１０）であって、前記信号を測定し前記特性値を取得する特性値取得
手段（１３）と、前記特性値の前記目標範囲を示す第１の最小値及び第１の最大値のデー
タと、前記第１の最小値よりも小さい第２の最小値及び前記第１の最大値よりも大きい第
２の最大値のデータとを入力する目標範囲データ入力手段（１４）と、所定の最小値から
所定の最大値までの範囲を有する軸（３５）を基準として前記特性値取得手段が取得した
前記特性値を所定の枠体で表示する表示手段（１５）と、前記第１の最小値を前記所定の
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最小値とし前記第１の最大値を前記所定の最大値とした第１の軸（５３）を基準として前
記特性値取得手段が取得した前記特性値を第１の枠体（４３）で前記表示手段に表示させ
る制御をする第１の表示制御手段（２４）と、前記第２の最小値を前記所定の最小値とし
前記第２の最大値を前記所定の最大値とした第２の軸（５１）を基準として前記特性値取
得手段が取得した前記特性値を第２の枠体（４１）で前記表示手段に表示させる制御をす
る第２の表示制御手段（２２）と、を備えた構成を有している。
【００１１】
　この構成により、本発明の請求項１に係る電気特性調整装置は、第１の表示制御手段は
、第１の最小値から第１の最大値までの第１の軸を基準として特性値を第１の枠体で表示
し、第２の表示制御手段は、第１の最小値よりも小さい第２の最小値から第１の最大値よ
りも大きい第２の最大値までの第２の軸を基準として特性値を第２の枠体で表示するので
、特性値の粗調整及び微調整を行うことができる。したがって、本発明の請求項１に係る
電気特性調整装置は、特性値を一時に目標範囲内に収める必要がないので、所定の特性値
を容易な操作で分かり易く目標範囲内に調整することができる。
【００１２】
　本発明の請求項２に係る電気特性調整装置は、前記目標範囲データ入力手段は、前記特
性値の前記目標範囲を示す、前記第１の最小値よりも小さく前記第２の最小値よりも大き
い第３の最小値及び前記第１の最大値よりも大きく前記第２の最大値よりも小さい第３の
最大値のデータ入力するものであり、前記第３の最小値を前記所定の最小値とし前記第３
の最大値を前記所定の最大値とした第３の軸（５２）を基準として前記特性値取得手段が
取得した前記特性値を第３の枠体（４２）で前記表示手段に表示させる制御をする第３の
表示制御手段（２３）をさらに備えた構成を有している。
【００１３】
　この構成により、本発明の請求項２に係る電気特性調整装置は、第１及び第２の表示制
御手段に加えて、第１の最小値よりも小さく第２の最小値よりも大きい第３の最小値から
第１の最大値よりも大きく第２の最大値よりも小さい第３の最大値までの第３の軸を基準
として特性値を表示する第３の表示制御手段をさらに備えるので、特性値の粗調整、中調
整及び微調整を行うことができる。したがって、本発明の請求項１に係る電気特性調整装
置は、特性値を一時に目標範囲内に収める必要がないので、所定の特性値を容易な操作で
分かり易く目標範囲内に調整することができる。
【００１４】
　本発明の請求項３に係る電気特性調整装置は、前記特性値取得手段が取得した前記特性
値の前記第１の軸上における変動幅を算出する変動幅算出手段（７２）をさらに備え、前
記第１の表示制御手段（７１）は、前記変動幅を示す枠体（７３）を表示するものである
構成を有している。
【００１５】
　この構成により、本発明の請求項３に係る電気特性調整装置は、変動幅を枠体で示すの
で、特性値が所定の幅で変動している場合でも所定の特性値を容易な操作で分かり易く目
標範囲内に調整することができる。
【００１６】
　本発明の請求項４に係る電気特性調整装置は、前記特性値取得手段が取得した前記特性
値が予め定められた調整範囲内に収まったことを報知する報知手段（２５）をさらに備え
た構成を有している。
【００１７】
　この構成により、本発明の請求項４に係る電気特性調整装置は、特性値が調整範囲内に
収まったことを利用者に報知することができる。
【００１８】
　本発明の請求項５に係る電気特性調整方法は、電気的な特性を変化させることが可能な
被測定装置（１）から信号を入力し、前記電気的な特性の特性値を目標範囲内に調整する
電気特性調整方法であって、前記信号を測定し前記特性値を取得する特性値取得ステップ
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（Ｓ１６）と、前記特性値の前記目標範囲を示す第１の最小値及び第１の最大値のデータ
と、前記第１の最小値よりも小さい第２の最小値及び前記第１の最大値よりも大きい第２
の最大値のデータとを入力する目標範囲データ入力ステップ（Ｓ１１、Ｓ１３）と、所定
の最小値から所定の最大値までの範囲を有する軸（３５）を基準として前記特性値取得ス
テップで取得した前記特性値を所定の枠体で表示する表示ステップ（Ｓ１７、Ｓ１８、Ｓ
１９）と、を含み、前記表示ステップは、前記第１の最小値を前記所定の最小値とし前記
第１の最大値を前記所定の最大値とした第１の軸（５３）を基準として前記特性値取得ス
テップで取得した前記特性値を第１の枠体（４３）で表示する制御をする第１の表示制御
ステップ（Ｓ１９）と、前記第２の最小値を前記所定の最小値とし前記第２の最大値を前
記所定の最大値とした第２の軸（５１）を基準として前記特性値取得ステップで取得した
前記特性値を第２の枠体（４１）で表示する制御をする第２の表示制御ステップ（Ｓ１７
）と、を含む構成を有している。
【００１９】
　この構成により、本発明の請求項５に係る電気特性調整方法は、第１の表示制御ステッ
プでは、第１の最小値から第１の最大値までの第１の軸を基準として特性値を第１の枠体
で表示し、第２の表示制御ステップでは、第１の最小値よりも小さい第２の最小値から第
１の最大値よりも大きい第２の最大値までの第２の軸を基準として特性値を第２の枠体で
表示するので、特性値の粗調整及び微調整を行うことができる。したがって、本発明の請
求項５に係る電気特性調整方法は、特性値を一時に目標範囲内に収める必要がないので、
所定の特性値を容易な操作で分かり易く目標範囲内に調整することができる。
【００２０】
　本発明の請求項６に係る電気特性調整方法は、前記目標範囲データ入力ステップは、前
記特性値の前記目標範囲を示す、前記第１の最小値よりも小さく前記第２の最小値よりも
大きい第３の最小値及び前記第１の最大値よりも大きく前記第２の最大値よりも小さい第
３の最大値のデータを入力し、前記表示ステップは、前記第３の最小値を前記所定の最小
値とし前記第３の最大値を前記所定の最大値とした第３の軸（５２）を基準として前記特
性値取得ステップで取得した前記特性値を第３の枠体（４２）で表示する制御をする第３
の表示制御ステップ（Ｓ１８）をさらに含む構成を有している。
【００２１】
　この構成により、本発明の請求項６に係る電気特性調整方法は、第１及び第２の表示制
御ステップに加えて、第１の最小値よりも小さく第２の最小値よりも大きい第３の最小値
から第１の最大値よりも大きく第２の最大値よりも小さい第３の最大値までの第３の軸を
基準として特性値を表示する第３の表示制御ステップをさらに含むので、特性値の粗調整
、中調整及び微調整を行うことができる。したがって、本発明の請求項６に係る電気特性
調整方法は、特性値を一時に目標範囲内に収める必要がないので、所定の特性値を容易な
操作で分かり易く目標範囲内に調整することができる。
【００２２】
　本発明の請求項７に係る電気特性調整方法は、前記特性値取得ステップで取得した前記
特性値の前記第１の軸上における変動幅を算出する変動幅算出ステップ（Ｓ２１）をさら
に含み、前記第１の表示制御ステップにおいて、前記変動幅を示す枠体（７３）を表示す
る構成を有している。
【００２３】
　この構成により、本発明の請求項７に係る電気特性調整方法は、変動幅を枠体で示すの
で、特性値が所定の幅で変動している場合でも所定の特性値を容易な操作で分かり易く目
標範囲内に調整することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、所定の特性値を容易な操作で分かり易く目標範囲内に調整することができる
という効果を有する電気特性調整装置及び電気特性調整方法を提供することができるもの
である。



(6) JP 5986598 B2 2016.9.6

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１実施形態における周波数調整装置のブロック構成図である。
【図２】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する調整バーの一例を示す
図である。
【図３】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する調整バー内を左右に移
動する枠体を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する粗調整枠体の説明図で
ある。
【図５】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する中調整枠体の説明図で
ある。
【図６】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する微調整枠体の説明図で
ある。
【図７】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する粗調整枠体、中調整枠
体及び微調整枠体が一致した例を示す図である。
【図８】本発明の第１実施形態における周波数調整装置が表示する中調整枠体及び微調整
枠体を調整バーの右端に表示した例を示す図である。
【図９】本発明の第１実施形態における周波数調整装置のフローチャートである。
【図１０】本発明の第２実施形態における周波数調整装置のブロック構成図である。
【図１１】本発明の第２実施形態における周波数調整装置の変動幅についての説明図であ
る。
【図１２】本発明の第２実施形態における周波数調整装置のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、本発明の電気特性調整
装置を、被調整装置の出力信号の周波数を調整する周波数調整装置に適用した例を挙げて
説明する。
【００２７】
　（第１実施形態）
　まず、本発明の第１実施形態における電気特性調整装置としての周波数調整装置の構成
について説明する。
【００２８】
　図１に示すように、本実施形態における周波数調整装置１０は、被調整装置１が出力す
る信号の周波数を調整するものである。被調整装置１は、例えば携帯電話装置であって、
所定の発振周波数の信号を発生する発振器２と、発振器２の発振周波数を調整する周波数
調整部３と、出力端子４と、を備えている。利用者が周波数調整部３を調整することによ
り、被調整装置１の出力信号の周波数が可変できるようになっている。
【００２９】
　出力端子４は、周波数調整装置１０と同軸ケーブル５を介して接続されている。被調整
装置１は周波数調整が終了すると同軸ケーブル５から取り外される。そして、新たな被調
整装置１が同軸ケーブル５に接続され、周波数調整が開始される。
【００３０】
　周波数調整装置１０は、例えばスペクトラムアナライザのような計測器に適用できるも
のである。この周波数調整装置１０は、入力端子１１、ＡＤＣ（アナログデジタル変換器
）１２、周波数測定部１３、操作部１４、表示部１５、表示制御装置２０を備えている。
この周波数調整装置１０は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）と、ＲＯＭ
（Read Only Memory）と、ＲＡＭ（Random Access Memory）と、各種インタフェースが接
続される入出力回路等を備えたマイクロコンピュータを含む。周波数調整装置１０は、Ｒ
ＯＭに予め格納された制御プログラムを実行させることにより、マイクロコンピュータを
、ＡＤＣ１２、周波数測定部１３、操作部１４、表示部１５、表示制御装置２０等の機能
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部として機能させるようになっている。
【００３１】
　入力端子１１は、同軸ケーブル５を介して被調整装置１の出力端子４に接続され、被調
整装置１からの信号を入力するようになっている。
【００３２】
　ＡＤＣ１２は、入力端子１１を介して被調整装置１からアナログ値の信号を入力し、入
力したアナログ値の信号をデジタル値の信号に変換し、周波数測定部１３に出力するよう
になっている。
【００３３】
　周波数測定部１３は、ＡＤＣ１２が出力した信号の周波数を測定することにより、被調
整装置１の出力信号の周波数を取得し、取得した周波数のデータを表示制御装置２０に出
力するようになっている。この周波数測定部１３は、本発明に係る特性値取得手段を構成
する。
【００３４】
　操作部１４は、被調整装置１の出力信号の周波数調整における各設定条件の入力や、表
示部１５の表示内容を設定するため利用者が操作するものである。この操作部１４は、例
えば、キーボード、ダイヤル又はマウスのような入力デバイス、調整条件等を表示するデ
ィスプレイ、これらを制御する制御回路やソフトウェア等で構成されている。操作部１４
に入力される調整条件としては、例えば、周波数調整の目標範囲を示す最小周波数及び最
大周波数、周波数調整の目標中心周波数等である。なお、操作部１４は、本発明に係る目
標範囲データ入力手段を構成する。
【００３５】
　表示部１５は、本発明に係る表示手段を構成し、表示制御装置２０の表示制御に基づい
て、周波数の調整状況を示す調整バーを表示するようになっている。この調整バーの一例
を図２に示す。図２に示した調整バー３０は、水平方向に長手方向を有する矩形状の形状
を有し、後述する枠体が表示される表示領域３１と、目標範囲の最小値を示す最小値ライ
ン３２と、目標範囲の最大値を示す最大値ライン３３と、目標範囲の中心値を示す中心ラ
イン３４と、水平方向の周波数の値を示す調整軸３５と、を備えている。
【００３６】
　調整軸３５は、粗調整を行うための粗調整軸、微調整を行うための微調整軸、粗調整よ
りも細かく微調整よりも大まかな中程度の調整を行うための中調整用調整軸のうちのいず
れか１つで表示される。本実施形態では、調整軸３５として微調整軸が調整バー３０とと
もに表示部１５に表示されるようになっている。
【００３７】
　表示制御装置２０は、調整バー表示部２１、第２の表示制御手段としての粗調整枠体表
示部２２、第３の表示制御手段としての中調整枠体表示部２３、第１の表示制御手段とし
ての微調整枠体表示部２４、報知手段としての報知部２５を備えている。
【００３８】
　調整バー表示部２１は、調整バー３０及び微調整軸を表示部１５に表示するようになっ
ている。
【００３９】
　粗調整枠体表示部２２、中調整枠体表示部２３及び微調整枠体表示部２４は、周波数測
定部１３の測定結果のデータに応じて、調整バー３０内を左右に移動する所定の枠体を表
示する表示制御を行うようになっている。
【００４０】
　例えば、図３に示すように、粗調整枠体表示部２２は粗調整を行うための粗調整枠体４
１を、中調整枠体表示部２３は中程度の調整を行うための中調整枠体４２を、微調整枠体
表示部２４は微調整を行うための微調整枠体４３を、それぞれ、調整バー３０に表示する
制御を行うようになっている。なお、粗調整枠体４１は、本発明に係る第２の枠体に対応
する。また、中調整枠体４２は、本発明に係る第３の枠体に対応する。また、微調整枠体
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４３は、本発明に係る第１の枠体に対応する。
【００４１】
　報知部２５は、被調整装置１の出力信号の周波数が所定の範囲内、例えば目標範囲内に
収まったことを報知するようになっている。
【００４２】
　次に、表示制御装置２０の機能について図４～図６を用いて説明する。図４、図５及び
図６は、それぞれ、粗調整枠体４１、中調整枠体４２及び微調整枠体４３が調整バー３０
に表示された状態を示している。これらの図において、点線枠内に示した各調整軸は、説
明を分かり易くするためのものであり、表示部１５には表示されない。この点線枠内には
、第２の軸としての粗調整軸５１、第３の軸としての中調整軸５２及び第１の軸としての
微調整軸５３が示されている。
【００４３】
　以下の説明では、調整周波数の目標範囲の最小値を－１０Ｈｚ、目標範囲の最大値を＋
１０Ｈｚ、目標範囲の中心値を１０ＭＨｚとし、微調整軸５３がこれらの各値を有するも
のとする。中調整軸５２は、目標範囲の最小値及び最大値が微調整軸５３に対して１０倍
の重み付けがされており、調整周波数の目標範囲の最小値は－１００Ｈｚ、目標範囲の最
大値は＋１００Ｈｚとなっている。粗調整軸５１は、目標範囲の最小値及び最大値が微調
整軸５３に対して１００倍の重み付けがされており、調整周波数の目標範囲の最小値は－
１０００Ｈｚ、目標範囲の最大値は＋１０００Ｈｚとなっている。
【００４４】
　図４に示すように、粗調整枠体表示部２２は、周波数測定部１３の測定結果の周波数に
応じて、粗調整軸５１を基準として粗調整枠体４１を調整バー３０に表示するようになっ
ている。図４に示した例では、粗調整枠体表示部２２は、粗調整軸５１の（１０ＭＨｚ＋
３００Ｈｚ）の周波数位置に対応した調整バー３０の位置に粗調整枠体４１を表示してい
る。なお、この例では、中調整軸５２及び微調整軸５３の範囲外であるので、中調整枠体
４２及び微調整枠体４３（図３参照）は調整バー３０に表示されない。
【００４５】
　次に、図５に示すように、中調整枠体表示部２３は、周波数測定部１３の測定結果の周
波数に応じて、中調整軸５２を基準として中調整枠体４２を調整バー３０に表示するよう
になっている。図５に示した例では、中調整枠体表示部２３は、中調整軸５２の（１０Ｍ
Ｈｚ－８０Ｈｚ）の周波数位置に対応した調整バー３０の位置に中調整枠体４２を表示し
ている。ここで、粗調整枠体表示部２２は、粗調整軸５１の（１０ＭＨｚ－８０Ｈｚ）の
周波数位置に対応した調整バー３０の位置に粗調整枠体４１を表示している。なお、この
例では、微調整軸５３の範囲外であるので、微調整枠体４３（図３参照）は調整バー３０
に表示されない。
【００４６】
　次に、図６に示すように、微調整枠体表示部２４は、周波数測定部１３の測定結果の周
波数に応じて、微調整軸５３を基準として微調整枠体４３を調整バー３０に表示するよう
になっている。図６に示した例では、微調整枠体表示部２４は、微調整軸５３の（１０Ｍ
Ｈｚ＋７Ｈｚ）の周波数位置に対応した調整バー３０の位置に微調整枠体４３を表示して
いる。ここで、粗調整枠体表示部２２は、粗調整軸５１の（１０ＭＨｚ＋７Ｈｚ）の周波
数位置に対応した調整バー３０の位置に粗調整枠体４１を表示している。また、中調整枠
体表示部２３は、中調整軸５２の（１０ＭＨｚ＋７Ｈｚ）の周波数位置に対応した調整バ
ー３０の位置に中調整枠体４２を表示している。
【００４７】
　図６に示した（１０ＭＨｚ＋７Ｈｚ）の周波数位置から、利用者が周波数調整部３をさ
らに調整して周波数を中心値に合わせ込むと図７に示した表示状態が得られる。すなわち
、粗調整枠体４１、中調整枠体４２及び微調整枠体４３の調整軸方向の位置が互いに一致
した状態となる。この状態は、被調整装置１の出力信号の周波数が中心周波数１０ＭＨｚ
と一致したことを示している。
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【００４８】
　なお、図４において、被調整装置１の出力信号の周波数が（１０ＭＨｚ＋３００ＭＨｚ
）の場合に粗調整枠体４１のみを示し、調整軸の範囲外にある中調整枠体４２及び微調整
枠体４３が調整バー３０に表示されない例を挙げて説明した。この場合、図８に示すよう
に、中調整枠体４２及び微調整枠体４３を調整バー３０の右端（＋側端）に表示すること
により、中調整枠体４２及び微調整枠体４３が調整バー３０の右側の非表示領域にあるこ
とを利用者に把握させることができ、調整をより行い易くすることができて好ましい。
【００４９】
　また、図６において、被調整装置１の出力信号の周波数が目標範囲内に収まったことを
条件として、報知部２５が、例えば、粗調整枠体４１、中調整枠体４２及び微調整枠体４
３を点滅表示させたり、各枠体の色や調整バー３０の背景色を目標範囲内に収まる前の色
とは異なる色に変化させたりする構成としてもよい。この構成により、本実施形態におけ
る周波数調整装置１０は、被調整装置１の出力信号の周波数が目標範囲内に収まったこと
を利用者に容易に把握させることができる。
【００５０】
　次に、本実施形態における周波数調整装置１０の動作について図９に示すフローチャー
トを中心に説明する。
【００５１】
　操作部１４を利用者が操作することによって、調整周波数の目標範囲のデータが入力さ
れる（ステップＳ１１）。本実施形態では、目標範囲のデータとして、目標周波数の最小
値を－１０Ｈｚ、目標周波数の最大値を＋１０Ｈｚ、目標中心周波数を１０ＭＨｚとする
。この目標範囲のデータは、図４に示すように、微調整軸５３（図４参照）の最小値、最
大値、中心値として設定される。
【００５２】
　続いて、操作部１４を利用者が操作することによって、中調整軸５２のデータが入力さ
れる（ステップＳ１２）。本実施形態では、中調整軸５２の最小値を－１００Ｈｚ、中調
整軸５２の最大値を＋１００Ｈｚ、目標中心周波数を１０ＭＨｚとする（図４参照）。
【００５３】
　さらに、操作部１４を利用者が操作することによって、粗調整軸５１のデータが入力さ
れる（ステップＳ１３）。本実施形態では、粗調整軸５１の最小値を－１０００Ｈｚ、粗
調整軸５１の最大値を＋１０００Ｈｚ、目標中心周波数を１０ＭＨｚとする（図４参照）
。
【００５４】
　調整バー表示部２１は、調整バー３０を表示部１５に表示する（ステップＳ１４）。こ
こで、調整バー３０に付随して微調整軸５３が表示部１５に表示される（図４参照）。
【００５５】
　周波数調整装置１０は、被調整装置１から信号を入力する（ステップＳ１５）。入力し
た信号は、ＡＤＣ１２によってアナログ値の信号からデジタル値の信号に変換され、周波
数測定部１３に入力される。
【００５６】
　周波数測定部１３は、入力した信号の周波数を測定する（ステップＳ１６）。
【００５７】
　粗調整枠体表示部２２は、周波数測定部１３が測定して取得した周波数の値に応じて、
粗調整軸５１を基準として粗調整枠体４１で表示する（ステップＳ１７）。周波数調整部
３の調整により、被調整装置１の出力信号の周波数が－１０００Ｈｚから＋１０００Ｈｚ
の範囲内に収まれば、粗調整枠体４１は調整バー３０内に表示される。
【００５８】
　中調整枠体表示部２３は、周波数測定部１３が測定して取得した周波数の値に応じて、
中調整軸５２を基準として中調整枠体４２で表示する（ステップＳ１８）。周波数調整部
３の調整により、被調整装置１の出力信号の周波数が－１００Ｈｚから＋１００Ｈｚの範
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囲内に収まれば、中調整枠体４２は調整バー３０内に表示される。
【００５９】
　微調整枠体表示部２４は、周波数測定部１３が測定して取得した周波数の値に応じて、
微調整軸５３を基準として微調整枠体４３で表示する（ステップＳ１９）。周波数調整部
３の調整により、被調整装置１の出力信号の周波数が－１０Ｈｚから＋１０Ｈｚの範囲内
に収まれば、微調整枠体４３は調整バー３０内に表示される。この場合、報知部２５によ
り、被調整装置１の出力信号の周波数が目標範囲内に収まったことが報知される。
【００６０】
　以上のように、本実施形態における周波数調整装置１０は、粗調整枠体４１、中調整枠
体４２及び微調整枠体４３を調整バー３０に表示して周波数を粗調整、中調整及び微調整
する構成としたので、周波数をアナログメータで調整しているような感覚で利用者に周波
数調整を行わせることができる。したがって、本実施形態における周波数調整装置１０は
、被調整装置１の出力信号の周波数を容易な操作で分かり易く目標範囲内に調整すること
ができる。
【００６１】
　なお、前述の実施形態において、微調整軸５３を基準として粗調整軸５１及び中調整軸
５２の重み付けを行う例を挙げて説明したが、本発明はこれに限定されず、粗調整軸５１
又は中調整軸５２を基準としても同様な効果が得られる。
【００６２】
　また、前述の実施形態において、粗調整軸５１、中調整軸５２及び微調整軸５３の３つ
の調整軸を用いて周波数を調整する例を挙げて説明したが、本発明はこれに限定されず、
例えば、粗調整軸５１及び微調整軸５３の２つの調整軸を用いて周波数を調整する構成で
あってもよいし、４つ以上の調整軸を設けて周波数を調整する構成であってもよい。
【００６３】
　また、前述の実施形態において、本発明に係る電気的な特性の特性値として周波数を採
りあげたが、本発明はこれに限定されず、周波数以外の電気的な特性の特性値、例えば電
圧値の調整であっても同様の効果が得られる。
【００６４】
　また、前述の実施形態において、枠体を矩形として説明したが、本発明はこれに限定さ
れず、円形や楕円形、その他の多角形、記号等であっても同様の効果が得られる。
【００６５】
　（第２実施形態）
　まず、本発明の第２実施形態における電気特性調整装置としての周波数調整装置の構成
について説明する。
【００６６】
　図１０に示すように、本実施形態における周波数調整装置６０は、第１実施形態の周波
数調整装置１０（図１参照）の表示制御装置２０の一部を変更した表示制御装置７０を備
えたものである。したがって、第１実施形態と同様な構成には同一の符号を付して、その
説明を省略する。
【００６７】
　本実施形態における表示制御装置７０は、第１の表示制御手段としての微調整枠体表示
部７１、変動幅算出手段としての変動幅算出部７２を備えている。
【００６８】
　微調整枠体表示部７１は、変動幅算出部７２が算出した算出値に基づいて枠体を表示す
るようになっている。
【００６９】
　変動幅算出部７２は、周波数測定部１３が取得した周波数の値のデータを入力し、入力
した周波数の値の微調整軸５３上における変動幅を算出するようになっている。
【００７０】
　具体的には、図１１に示すように、変動幅算出部７２は、微調整軸５３上において周波
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が大きい側の値の平均値（Ａｖｅ．Ｍａｘ）と、を算出し、微調整軸５３上における周波
数の変動幅を求めるようになっている。各平均値は、例えば過去１０回の値を対象として
算出される。図１１に示した例は、ある調整時における表示状態であり、微調整枠体表示
部７１によって表示された枠体７３により、変動幅が－４Ｈｚから＋６Ｈｚまでの範囲で
あることが示されている。
【００７１】
　次に、本発明の第２実施形態における周波数調整装置６０の動作について図１２に示す
フローチャートを中心に説明する。なお、第１実施形態におけるフローチャート（図９参
照）に対して、本実施形態ではステップＳ２１のみが異なるので、ステップＳ１１～Ｓ１
８については説明を省略する。
【００７２】
　ステップ２１において、変動幅算出部７２は、周波数測定部１３が取得した周波数の値
のデータを入力し、入力した周波数の値の微調整軸５３上における変動幅を算出する。微
調整枠体表示部７１は、変動幅算出部７２が算出した算出値（Ａｖｅ．Ｍｉｎ、Ａｖｅ．
Ｍａｘ）に基づいて枠体７３を表示する。
【００７３】
　前述の構成により、本実施形態における周波数調整装置６０は、周波数の値が安定しに
くい被調整装置１を調整対象とする場合であっても、利用者に感覚的に、周波数の変動幅
や、その中心値を読み取らせることができるので、周波数の値を容易な操作で分かり易く
目標範囲内に調整することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　以上のように、本発明に係る電気特性調整装置及び電気特性調整方法は、所定の特性値
を容易な操作で分かり易く目標範囲内に調整することができるという効果を有し、電気的
な特性値を変化させることが可能な被調整装置に対し、所定の特性値を目標範囲内に調整
する電気特性調整装置及び電気特性調整方法として有用である。
【符号の説明】
【００７５】
　１０、６０　周波数調整装置（電気特性調整装置）
　１３　周波数測定部（特性値取得手段）
　１４　操作部（目標範囲データ入力手段）
　１５　表示部（表示手段）
　２０、７０　表示制御装置
　２１　調整バー表示部
　２２　粗調整枠体表示部（第２の表示制御手段）
　２３　中調整枠体表示部（第３の表示制御手段）
　２４　微調整枠体表示部（第１の表示制御手段）
　２５　報知部（報知手段）
　３０　調整バー
　４１　粗調整枠体（第２の枠体）
　４２　中調整枠体（第３の枠体）
　４３　微調整枠体（第１の枠体）
　５１　粗調整軸（第２の軸）
　５２　中調整軸（第３の軸）
　５３　微調整軸（第１の軸）
　７１　微調整枠体表示部（第１の表示制御手段）
　７２　変動幅算出部（変動幅算出手段）
　７３　枠体
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